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本のタイトル・キャッチコピーを見よう。





著者プロフィールを読もう。





目次を読もう。





「はじめに」や「あとがき」を読もう。





目次で気になったところを読もう。





動物たちのウンコロジー





今泉忠明（いまいずみ　ただあき）　動物学者。１９４４年、東京に生まれる。東京水産大学を卒業。哺乳類を主とする分類学・生物学が専門。元東京恩賜上野動物園の解説員。現在は「ねこの博物館」館長。著書に『地球絶滅動物』（竹書房）、『進化を忘れた動物たち』『絶滅動物』（以上講談社）『ティラノサウルスは無敵だったか』（主婦と生活社）他多数。





第１章　ウンコロジー事始め


　　ゾウのウンチは人気抜群！


　　　　「ズボン、ズボン」と連発　　　　


　　　　健康と発情のバロメーター


　　アルマジロの“縄張り宣言”


　　





･･･・オシッコとウンチ、どちらがエラい？


　元・立教大学教授の香原志勢先生は、かつて教え子の学生に、そんな質問を投げかけたことがある。これは「フーム？」と一瞬考えてしまう問題である。確かに、今生きている人にとっては（以下略）





この他、奥付で出版社や、発行年など、情報の信頼性、新しさなどもチェックしよう。そして、大切なのは著者と対話する気分で読むこと。一方的に著者の意見を聞くのではなく、自分でツッコミを入れながら読んでみてください。読書は「考える」基礎トレーニングですよ。





本を選ぶ時は、ぜひこのようなところをチェックしてみましょう。読みやすさも大切です。書き手との相性もあるかもしれません。









